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　本論文では、まず CSR（Corporate Social Responsibility 企業の社会的責任）や近年ビジネス界
で注目されている CSV（Creating Shared Value 共通価値）の考え方[2] およびその事例を材料と
して、創立者の人間主義に基づく経営のあり方を探ってみる。
　次に、本年（2015 年）9 月の国連総会で採択された新たな国際目標としての「持続可能な開発













The True Aspect of Humanistic Management based  

































































































































　なお、本論文では CSR と CSV を列記しているが、この二つを同一視しているわけではない。
まず、これら二つの取り組みについての本論文の解釈を述べる。
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　ところで、CSV の推進論者の中には CSR に批判的な見方が多い。前掲のポーターの論文では、
「ほとんどの企業は今なお CSR という考え方にとらわれている。つまり企業にとって、社会問
題は中心課題ではなく、その他の課題なのである」との批判がある。また CSV の原点とされる












































































































ルトはこのために利益率も好調だった GE プラスチックや NBC ユニバーサルを売却した。次




「GE では、“エコマジネーション”関連の売り上げが、2009 年では 180 億ドルに達した。こ





























マジネーションへの転換は、人間主義思想の特徴 (1) で述べた「生命の尊厳」また特徴 (3)
「自他共の幸せ」を求める事例として特に優れた取り組みであると評価することができる。





























　住友化学は、タンザニアのメーカー AtoZ 社に技術を無償供与し、約 7,000 名の現地雇用を
創出した。更に、グループ会社とのジョイントベンチャーでオリセットネット生産会社を設
立している。原材料の供給は Exxon Mobile、ローンの付与はアキュメン財団、ブランドキャ
ンペーンは現地 NGO の PSI、製品はユニセフが全量購買という多様な組織によるビジネス展
開である。
　2000～2010 年までで累計 74 万人の子供の命が助かったとワールド・マラリア・レポート
にある。また、売上げの一部を使って、特定非営利活動法人等と連携し、タンザニア、ケニ
ア、ガーナなどを含む 10 ヶ国（2014 年 3 月現在）で小学校を建設するなど、16 の教育支援
プロジェクトを実施している。
　住友化学では、マラリアの撲滅は貧困対策であるとして「マラリアによるアフリカの経済







WHO のロールバックマラリアキャンペーン、2002 年 G8 での「世界エイズ・結核・マラリ
ア対策基金」設立の好機を得たものである。従ってビジネス動機が社会的価値の創造から経





③ 味の素は、ガーナにおける栄養改善を目指して現地機関や国際 NGO などの複数の組織とガー
ナプロジェクトと呼ばれる協働の事業を行っている。ガーナプロジェクトは、2009 年に味の





は、ガーナで伝統的な離乳食として普及していた KOKO と呼ばれるお粥である。KOKO は
たんぱく質やビタミン、ミネラルなどの微量栄養素が不足しているため、離乳期の子どもの
成長を遅延させる一つの要因となっていた。そこで家庭での KOKO の調理時に添加する栄養











ン（Yedent Agro Processing Venture Ltd.）を選定し、ガーナ大学を通してイェデンに資金を
投入した。イェデンに生産設備と品質管理の考えも導入し、現地生産の準備を進め、2012 年








































バー 12 人中 10 人が大豊町や近隣で生まれ育った地元出身者であるからである」と文献[25] で
は、住民とセールスドライバーの精神的な繋がりに言及している。














提言」で MDGs の達成に向けて様々に取り上げ提言を行ってきたが [26]、SDGs については本論
文の「はじめに」でも述べたように目標案の段階でその取り組みに賛同を示している[3]。MDGs











　この SDGs は、MDGs を引き継ぐとともに地球環境保全に関する国際会議リオ +20 の流れも
包含している[28]。従って 17 の目標には、「経済的」、「社会的」、「環境的」側面というトリプル・
ボトムライン[10] における課題が組み込まれている。








CSR、CSV、SDGs にみる人間主義経営の真像（山中　馨）  
　池田人間主義の立場から SDGs の内容をみてみると MDGs から SDGs への移行で、世界の意
識は、ますます池田人間主義の主張に近づいてきていると判断することができる。まず目を引く




受けられないが、この Leave no one behind の理念は人間主義思想に通ずる部分として評価できる。





















示したが、SDGs の 17 の目標の多くの部分は、この三大特徴に包含される。目標１の貧困問題、
目標２の食料の確保と栄養改善、目標３の健康な生活と福祉の推進は、人間主義思想の節２の
(1)「生命の尊厳」で挙げた①②と同じ目的を持っている。目標 11 の居住地の持続可能性、目
標 12 の消費と生産のパターンの確保、そして目標 17 のパートナーシップの活性化は節２の (2)
「全体人間」で挙げた②と同様の「連携」「絆」を重要視する方策として相通ずる。また、目標
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10 の格差の是正、目標 13, 14, 15 の気候変動、海洋資源、森林の持続可能性などの問題は、節２
(3)「自他共の幸せ」①で述べた地球環境の持続可能な開発を目的とするものである。
　池田人間主義は、節２でも述べたように究極的には世界平和の実現を目指すものであり、節２























た。さらに、その一般的な姿を示している実例として CSR の事例、CSV を実践している CEO




　また、本年（2015 年）国連総会で採択された SDGs については、その内容が MDGs よりも更
に池田人間主義思想に近づいていることを示した。SDGs の 17 の目標の多くが、人間主義思想
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